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Abstract
TheOgiandMatsunamiareaｓａｒｅｌｏｃａｔｅｄａｔｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｔｈｅｎｏｒtheasternpartofNoto
Peninsula,CentralJapan,ａｎｄｌｏｏｋｏｎｔｏＴｏｙａｍａＢａｙｏｆＪａｐａｎＳｅａAstratigraphyinand
aroundtheareａｓｉｓｆａｍｏｕｓｆｏｒｏｎｅｏｆｔｈｅｓｔａｎｄａｒｄｓuccessionoftheNeogenesystem,especially
MioceneYanagidaformation,intheHokurikuregion
AtopographyoftheseareasischaracterizedbyadistributionofRiastypecoastandby
typicalmarineterraces
lntheareas,theflatplainsaredividedintosixterraces,fromaviewpointoftheiraltitude，
astheHolocenealluvialterrace(0-10mabovethepresentsea-level),Matsunamiterrace(30-50
ｍ)，Tsuboneterrace（50-60ｍ)，Akenoplain（100-150ｍ)，Ｉｚｕｍｉｐｌａｉｎ（150-200ｍ)，and
Komawatariplain(225-250ｍ）
TheCenozoicsystemisdividedchronOstratigraphicallyintotheearlｙａｎｄ／ormiddle
MioceneYanagidaformation,andthemiddleandlateQuaternarydeposits
TheYanagidaformationiscomposedofpyroxineandesite，dacite，basalt，andtheir
pyroclasticrocks，ａｎｄclasticrocksastuffaceousfine-grainedsandstoneandmudstonewith
fossilplantsbelongingtothe℃o”ん伽-L峨伽伽αγnora“ｎａｍｅｄ《Daijima-typeflora"，
whichisfamousforoneoftheNeogeneflorasinJapan・Thestratigraphicsuccessionofthis
formationisshowninTable2・
ThelateQuaternarydepositsaredistributedontheterraces,whicharedividedintothree
flatplains・Amongtheseterraces，theHolocenealluvialplain，MatsunamiandTsubone
terracesaremarinedepositionalterraceswhichwereformedcertainlyduringthetransgression
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stagesofthelateQuaternaryperiodasthePostglacialFlandrianTransgressionfromthe
distributionofterracesandevidenceoffacies-fossilsfromthem・TheMatsunamiterracemay
havebeenformedduringthelastinterglacialstage,Riss-Wiirmstage．
に，この地域の地形は，概して，北西部と西部
で高く，東部ほど低くなっている。この地域に
は，特に高い独立峰はない。
河111は，松波川，九里川尻111,白丸川の三河
川がその主なもので，何れもその源を西部の駒
渡，国重，八束，及び羽生に発し，段丘状平坦
面と低山地を下刻浸食して河谷を形成しつつ東
流し，内浦海岸に注ぎ，その河口には能登有数
の遠洋漁港がある。
低地は東部の三河111河口付近，及びこれら河
川流域に限られる。概して，低地が狭く，ここ
に部落が集中している。町の約40％が段丘や平
坦面で占められているが，沖積面との高度差が
大であるために，水利の便が悪く，住宅地や水
田として利用されず，その一部が畠作地として
のみ利用されている。
海岸では，尾ノ崎，赤崎，立壁～城ケ崎，宮
崎等の海に突出した海岸は，何れも火山岩，及
び硬質岩よりなり，海岸を構成する基盤岩類の
差別浸食によって，特異な地形を呈するに至っ
た｡九十九歴は,最新世後～末期の浸食谷に繩文
海進期の海水が進入して，できた溺れ谷状入江
である。尾ノ崎，赤崎，城ケ崎，宮崎，小木城
ヶ崎，御舟崎等が海に突出し，他では入り込ん
でいる。これは，後の２つを除いて，何れも玄
武岩，安山岩，熔結凝灰岩等の硬質岩からなる
ためである。砂浜海岸は，恋路の一部，松波港
の北方，空林，新保等に局所的に散在する。大
陸棚は広くなり，水深500ｍに至るまで緩傾斜
で続き，その先は富山舟状海盆に急傾を以って
不連続的に連なっている。
はじめに
能登半島北東部の中央域，穴水・能都・松波
地域は，北陸における新第三系下部を代表する
穴水累層と柳田累層の模式的分布域として有名
であるが，その詳細な分布，層相，層序関係に
ついては，限定された地域を除いて，必ずしも
明確ではない。筆者は，以上の意味において，
この地域の穴水累層と柳田累層の分布，層序関
係,及び古生物について調査を行ないつつある。
本論文では，柳田累層の分布域の東南部とさ
れる内浦海岸沿いの小木・松波地域の地質調査
の概要を報告する。
本論文を報告するに当たり，調査に御協力下
さった内浦町の浜本喜久雄氏，大野洋平氏，上
野礼子さん，及び論文の作製で御援助下さった
藤究君に心からの感謝の意を表したい。
尚，本研究において，昭和５３年度，５４年度，
55年度の文部省科学研究費の一部を使用した。
1．地形概要
小木・松波地域は，東西に長い頭骨状の形を呈
し，その北部，西部は低山地，丘陵で占められ，
南東部と東部は富山湾に面した段丘と海岸にな
っている。この地域の東部は，珠洲市に接する
御舟崎まで，能登半島でも入江の多い溺れ谷状
の海岸地形を呈している。また，富山湾に面し
た段丘は，東部一帯に広く分布し，本地域とそ
の周辺地域に発達する段丘と平坦地形面の模式
地となっている。本地域に発達する段丘，及び
段丘状平坦面は７段あり，これらのうちで，海
抜60～90,,20～50ｍ,及び0～10ｍの３つの
段丘が東部に顕著な発達をしている。そして，
西部に移るにつれて，段丘と丘陵の高度を増し
中部では,100～150ｍの平坦面がよく発達し，
そして,西部では,225～250ｍと150～200ｍの
二段の平坦面が顕著に発達している。このよう
２．地質概説
内浦地域には，新生代新第三紀前と見なされ
る変成岩類，火成岩類，及び堆積岩類が地表に
は全く分布しておらず，新第三紀中新世前期の
柳田累層，第四紀最新世中期から後期にかけて
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の段丘と平坦面の堆積物，そして，完新世の河
川堆積物と臨■海低地の堆積層などがある。
岩などからなり，一般に淡緑色～暗灰色を呈し，
堅硬な岩質の所は石材として，かっては利用さ
れていた。
宇出津や小木での調査によると,火砕岩類(火
砕流堆積物）は数枚に区別することができる。
柳田累層の石英安山岩質火砕岩層が，陸上に
(a）柳田累層
能登半島東部において，穴水累層の上位を占
め，石英安山岩，及びその火砕岩類を主とし，
玄武岩質の熔岩流を來在する厚層の火山性岩石
が広く分布している。一部には，砕岩，泥岩，
及び礫岩などの砕屑岩や細粒の凝灰岩質頁岩を
爽在している。
この累層の地表での分布は広大で，若山111複
向斜軸によって，その分布が二分される。すな
わち，北側の北岸断層と摺曲帯では，折戸，高
屋地区と山伏山ドームとに広く分布しており，
概して細粒であり，しばしば成層し，一部に凝
灰岩質頁岩を來在した石英安山岩質凝灰岩層か
らなり，ここでは，火山噴出物が水底に堆積し
たことを示している。主要な分布は，宝立山を
中心とする鵜飼，柳田帯の全域を占め，粗粒の
軽石凝灰岩や角礫凝灰岩を主とし，その一部に
熔結凝灰岩を伴い，火山噴出物の一部が陸上で
堆積した部分のあることをも暗示している。
南側の宇出津～小木帯では，東部の鵜飼や恋
路海岸に玄武岩の分布が認められる他に，西部
の柳田や宇出津でも，各所に玄武岩質熔岩が露
出している。
柳田累層のうちで，量的に最も多い石英安山
岩質火砕岩は,その大部分が陸成層であり，岩質
的には，軽石凝灰岩・火山礫凝灰岩・角礫凝灰
表１．能登北東部における新：
表２．小木・松波地域の柳田累層の岩相とその層準
主要火砕岩類･砕屑岩類
雫上部中部下部
能登北東部における新第三系地質系統表 (紺野義夫,1977）
日本の
標準区分
能登北東部一股
(飯田・鵜飼地区）
▽i;豆TiF1iF言忘船川 音川
下部
南志見泥岩層５００ｍ
（含海縁石層）（石こう鉱床）
粟蔵縫灰岩層
/~害z子1,;雨[薑、…
赤神頁岩層２５０ｍ
東印内互層１５０ｍ
柳田累層500ｍ
安山岩瓢（穴
飯田珪藻泥岩層
１００ｍ東別所女川
法住寺泥岩層１００ｍ
（八尾・門ノ沢動物群）
（台島型植物群）
水累層）
沢
一
島
一
鹿
一
』
黒
一
一
男
西
一
台
一
西
黒瀬谷
岩稲
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面を構成する地層が海成堆積物を含み，明らか
に，かつての海底で沈積した地層が，その後の
海水面の低下，及び地盤の隆起によって陸化し
たものである。これに対して，平坦面とした上
位３つの面は，海成堆積物と認定できる地層が
なく，現在のところ，平坦面の存在だけが認定
されているもので，従って，海成面とは判定で
きない。ただし，面の広がりからみて，河成段
丘面でないことも事実である。小川琢治は，か
って，この平坦面を準平原ではなないかとした
が，現時点では，準平原であるとも認定できな
いので，一応，平坦面とのみ記し，その成因に
ついては今後の課題としておく。
以上の段丘や平坦面のうちで,海抜約２０～５０
ｍに分布する松波海成段丘面は,四方山や白丸，
及び長尾一帯では,海抜20,余にまでも低下し
ている。この段丘は珠洲市の平床段丘や七尾市
の和倉段丘に比較され，恐らくは，今から約１２
万年前から７万年前のいわゆる最終間氷期一
Riss-Wiirm間氷期一の海水面の一時的な上昇
によって形成された海成段丘であろう。
完新世の沖積面は，この面を構成する堆積物
の堆積環境によって，０ｍから５ｍまでの臨海
海成堆積層からなる面と，現海抜５ｍ以上の低
地，及び現河床を構成する河成層からなる沖積
面とに二分することができる。前者は，臨海低
地に分布し，後者は，松波111，九里川尻川，白
丸川の三主要河111流域に限って分布している。
おける火山砕屑流起源であることは石英安山岩
質熔結凝灰岩の來在によってである。鵜飼ベー
ズンの西を縁どる熔結凝灰石は,淡灰色～淡赤黒
色～淡青色など様ざまな色調を示し，しばしば
柱状節理を呈し，一部にガラス質（真珠岩質）
の薄層を來在する。
柳田累層に属する玄武岩質熔岩は，概して，
黒色で，カンラン石玄武岩を主体とし，その厚
さは２０～30ｍにも達している。特に,柳田南部
では，広い分布を呈し，数枚の玄武岩質熔岩が
石英安山岩質熔岩やこれらの火砕岩類と成層を
なしている。これらの玄武岩は，しばしば多孔
質となり，その孔を埋めて，乳白色の方解石や
淡紫色のアラレ石の美結晶が見られる。
柳田累層の石英安山岩質火砕岩層の中からは，
水中堆積物と推定される泥岩や頁岩も見つかっ
ている。これらの地層の中からは，しばしば保
存良好な植物葉片や果実，種子の化石を多産し
ている。これらは，「狼煙化石植物群｣の名で報
告されている。この累層からの化石植物群は，
一般には，「ヤマモモ･フウ植物群｣ＣＯ”わ"わ‐
L如加沈加γflora，あるいは「台島型植物群」
として一括され，曰本の中新世前期の代表的な
化石植物群の一つである。
内浦町不動寺の低山から検出された珪化木林
も，この化石植物群と同時期のものである。
(b）第四紀最新世中期～後期の段丘
能登北東部の，飯田東方と松波地区には，明
瞭な海成段丘群と段丘と確定し難い平坦面が数
段，顕著な発達を示し，能登半島のなだらかな
基本的地形の因をなしている。
内浦町では，段丘と平坦面をそれらの海抜高
度と広がりとから６つの面に区別している。す
なわち，下位より上位に，海抜0～10ｍの完新
世の沖積面,約３０～50ｍの松波海成段丘面,６０
～90ｍの坪根海成段丘面，100～150ｍの明野
平坦面,150～200ｍの泉平坦面,225～250ｍの
駒渡平坦面などがそれである。
これらの中で，段丘面としたのは，これらの
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